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1

科学技術：
心・文化の視点から価値を見直す

吉川左紀子（心理学）

京都大学こころの未来研究センター

2012．11．30 第７回基本計画推進委員会

【社会と科学技術イノベーションとの関係深化】

資 料 ２-２
科学技術・学術審議会
基本計画推進委員会
（第７回）H24.11.30

2

自己紹介

• 認知心理学者。主な研究テーマは顔・表情を中
心とする非言語コミュニケーションの基礎過程。

• 2007年より、京都大学こころの未来研究セン
ターに勤務。

• 脳科学、認知科学、臨床心理学、文化心理学、
宗教学・倫理学の学際研究組織

• センターの特徴：「こころ」と「つなぐ」をキーワー
ドとした広範な研究。

3

センターの「つなぐ」プロジェクト

• 異なる研究領域をつなぐ
• 社会と基礎研究をつなぐ
• 過去の知（伝統知）と現代をつなぐ
• 大学と社会をつなぐ

「こころ学」専門職プロジェクト

4

センターの「つなぐ」プロジェクト

• 異なる研究領域をつなぐ
カウンセリング研究と認知科学

心理学と脳科学

• 社会と基礎研究をつなぐ
Inverse Translational Research 
「社会資本としての農業改良普及」

「看護師ー患者のコミュニケーション」

5

センターの「つなぐ」プロジェクト

• 過去の知（伝統知）と現代をつなぐ
ブータン学プロジェクト
ブータン仏教の古文書研究
ブータン文化講座
京大ブータン友好プログラム
（一国丸ごとアウトリーチ）

• 大学と社会をつなぐ
「こころ学」専門職プロジェクト

6

カウンセリング対話の実証研究
臨床心理学＋認知科学

センターの研究例
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計測のしかた

話者 2の
反応潜時
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話者2の発話長

話者１
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話者交替

話者1の発話長

話者交替

同時発話

評定実験で用いた刺激（約30秒4箇所×２事例）内の音声を分析した．

話者1のポーズ
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10
10

• ビデオ解析による定量化
• は解析領域

Region of 
Analysis for 
Counselor

Region of 
Analysis 
for Client

身体動作の同調の分析

11

結果
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(a)事例 1( 低評価事例)                   (b) 事例 2(低評価事例 )
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12

専門家の聴き方

• 沈黙時間が長い
• 発話量が少ない
• 身体同調が生じる
• 対話開始後20分～25分で「深い対話」
• ・・・・・・

⇒ カウンセラーにフィードバック
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13

科学技術と心

14

科学技術と心

• 科学技術や科学技術イノベーションと心理学は
どうつながるのだろうか。

• 科学技術は、それを開発した人と、利用する人
の間にあって、両者を結ぶ媒介（メディア）である。

• したがって科学技術をめぐる問題は、すべて、
人間や人間の心の問題につながっている。

15

科学、技術から連想することば

科学 人間の叡智 欧米主導 両刃の刃・・・

技術 ワザ 匠（たくみ） 伝承 訓練・・・

科学技術 便利さ 進歩 日本のお家芸・・・

16

科学

技術

科学技術

17

科学

技術

科学技術

価値の見直し
日本人の特性
幸福観・人生観
ルーツ（伝統文化）
モデル・お手本

18

ＧＤＰと主観的幸福感の関係（国際比較）
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19

内閣府による幸福観調査 ２０１１ から計画・準備

20

21 22

現在、複数の地方自治体が主観的
幸福度に関わる意識調査を実施。

東京都荒川区（荒川区総幸福度）京都府
（京都指標）熊本県（くまもとの夢４カ年計
画） 兵庫県（美しい兵庫指標）福井県（ふ
るさと希望指数） 福岡県 三重県

23

京都指標
（H23年度に作成）

• 府民の生活実感に係る指標。府民の「心の
豊かさ」「満足度」を測る。

• 京都府社会が、心豊かで満足度の高い、「だ
れもがしあわせを実感できる社会へと向かっ
ているのか」を点検するための指標。

• 主観的な側面をもつため、社会情勢や府民
の意識変化を考慮しながら、その都度、指標
を柔軟に見直してゆく「進化する指標」

（京都府ウェブページより）

24

京都指標
（H23年度に作成）

（抜粋） めざす社会の姿（⇒将来のヴィジョン）
• 府民安心の再構築
子育て・子育ちの安心 学びの安心 働きの安心
医療・福祉の安心

• 地域共生の実現
人権・地域力再生 新たなコミュニティづくり

• 京都力の発揮
人づくりの京都 次代の京都を担う人や世界で活躍する
人づくり

環境の都 持続可能な人類社会のモデルとして、世界
の範となる環境を実現する京都

文化創造 豊かな伝統文化の継承。新しい文化が生ま
れる卓越した文化力の京都
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25

「アジアモデル」の例として： ブータン王国のＧＮＨ

26

ＧＮＨ 国民総幸福

• 持続可能で公正な社会経済発展
• 自然環境の保護
• 文化の維持・促進
• よい統治

27

比較のために：ブータン人の幸福観

「ブータン、これで
いいのだ」
御手洗端子著より

28

「ブータン、これでいいのだ」御手洗端子著より

29

モデルの見直し

• 欧米モデルからアジア（日本）モデルへ
あるいは

欧米モデルにアジア（日本）モデルをつなぐ

「いいとこ取り」の発想

• 階層構造モデルからネットワークモデルへ

30

日本の科学技術とこれからの社会

• 「科学技術」普及指導員を育てる
作る人と使う人をつなぐ

• もの（科学技術）とこころ（人間・文化）を
ワンセットで考える

• 分業の見直し
階層構造⇒横のつながり⇒ネットワークへ

• 「日本人の特性に合った科学技術」を考える
競争の科学技術⇒利他・共感の科学技術へ
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